
進路・キャリア通信 ～ 道を拓く ～

２０２３．８．２３（水） １１号 与那原中学校 進路・キャリア担当

高校の先生方に学ぶ進路学習会

夏休み前に、南風原高校、向陽高校、知
念高校の先生方を招いて進路学習会を行
いました。それぞれの学校の特色を知り、各
自の進路希望に役立てることができたで
しょうか。 今後は、体験入学で実際に自分
の目で見て、進路決定に役立てていきましょ
う。

進路学習会を終えて

南風原高校の宮城先生。南風原高校は、
自分に合ったコースが選べることが一番の
魅力だと感じました。行事も、充実しており、
高い進路決定率を誇る素晴らしい高校だと
思います。様々な検定が取得できる教養ビジ
ネスコース、沖縄の文化を学ぶ郷土文化な
ど、それぞれの個性や興味、希望する将来に
合ったコースを選ぶことができ、「チャレンジ
し続ける」という生徒像をすごく大切にされて
いるんだなと感じました。
そして、向陽高校の大城先生。向陽高校は、
調和のとれた教育活動を中心に、これからの
国際社会で積極的に行動できる生徒を育て
ていくイメージがわいて、人としても大きく成
長できそうな高校だなという印象を持ちまし
た。国公立大学への合格率やその他進学率
が安定しており3年間で幅広い学習ができ
るほか、部活動にも精力的に取り組める環境
が整えていて、とても魅力的だなと思いまし
た。
そして知念高校の新里先生。知念高校は、
私たちの一番身近にある高校といえます。貴
校の校訓である「「和衷協同」という言葉は、
私たちもよく耳にするようになりました。文武
両道で、たくさんの実績を残していることが
大きな魅力だなと感じました。実際に与那原
中学校出身の先輩方も多く、それぞれの進
路に合わせた学習や高い意欲をもち、努力
し続ける生徒の育成が、卒業後の安定した
進路決定率につながっているんだなと印象
を持ちました。生徒代表 古波津幸夏

県立高校入学定員（琉球新報 7月21日）

各高校の入学定
員が発表されました。
各自、希望する高校
の定員を確認しま
しょう。
ちなみに、高校は、40
名で1学級です。


